
『、 o農学部分館を想う……………･…………｡｡…１

o医学部分館の発足にあたって…･･･…．．…･…２

。アメリカの大学図書館見聞録….．……･……３

oあちらの図書館案内…..……･…･………．．…６

(1)

蕊蕊議灘#;;1鍵

侭
§
卜
蘭

早いもので，農学部の前身である県立松山農科

大学が，戦後の所謂新制大学の一つとして発足し

てから，３０年の歳月が経った。私自身は創設２

年目に赴任してきたので，大学開設のときの空気

には直接触れてはいないが，当時の話を聞くと，

その御苦労は並大抵のものではなかったようであ

る。今でもそうだが，大学を開設するからには，

多くの条件が基準に満ちていなければならない。

教官陣容，施設・設備，図書等々，大学における

教育研究の実を挙げることができる為の，いわば

最低基準のようなものがあって，それを満たして

いない場合には開設が認められない。当時が，戦

後の混乱期であったことを思えば，この基準を満

たすことが大変な作業であったことは想像に難く

ない。私も赴任以来，先輩の諸先生から，種右の

苦労話を伺ったが，図書を充実することについて

も，未だ松山に除な書店もなかった時代でもあ

り，当時流行の「かつぎ屋」よろしく，満員の列

車で上京し，神田，本郷の書店街を歩き廻り，こ

れはと思う本を買い漁り，その本をリュックサッ

クに詰めて松山へ持ち帰ったというようなお話も
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伺った。途中で闇屋に間違えられたなどという悲

喜劇も実際にあったとのことである。大学として

備えていなければならない図書が，必ずしも数だ

け多ければよいというものではないかもしれない

が，最低の数の確保が当面の急務であった当時と

しては止むを得ないことであったろう。幸い，こ

のような諸先輩の御苦労が実って，無事設置審議

会の審査もパスして，松山農科大学は，附属図書

館を設置して発足することができた。その図書館

が，その後の大学の国立移管に伴なって，愛媛大

学附属図書館農学部分館となり，’0年前には，建

物も更新され，農学或いは農業に関連した図書に

関して，かなりの内容をもった分館として今日に

至っている。更めて30年の歳月の重承を感じると

ともに，これからの充実に学部としても十分な力

を加えなければならないと思う次第である。農学

という学問が，実|険，実証を主体とした応用科.学

であることも原因の一つかとも思われるが，どう

も実験設備や施設に投ずる予算に比べて，図書充

実にかける予算が少ないようなのは気にかかるこ

とで，もとより予算総額の増加が極めて微々とし

農学部長船田 眉

o統計….……….……･…………･…･…･…９

oお知らせ……………･…………･…･…………１０

o人事異動…･…･………………………………･１０

oその他………･…………………･…………･1０

学部分館を想う農



(2)

ている昨今，困難なことではあるが，文献抜きの

研究や教育がありえないことを考えれば，もう少

し図書充実のために予算を投じる必要があるので

はないかと反省しているこの頃である。

（農学部教授・農業環境工学）

医学部分館の発足にあたって

秋の和らかい日差しに包まれた重信キャンパス

の周囲を眺めると，石鎚山から西へ美しく扉風の

ように延びたⅢケ嶺を背景に，研究棟と附属病院

とを主軸として，実験動物棟，Ｒ１棟，少し南へ

離れてエネルギーセンター，職員宿舎，看護婦宿

舎などが整備され，更にそれらの周囲には樹々や

芝生が育ち，運動場では野球やテニスを楽しんで

いるのが見える。また，学生も６学年が全部揃い

明年３月には第１回の卒業生を送るところにまで

なった。この間にあって，待望久しかった図書館

は本年３月に完成したが，１０月には訓令の改正に

よって，正式に愛媛大学附属図書館医学部分館と

して発足した。更にこれと時を合わせて，同じく

本年１０月に第４９回日本医学図書館協会総会が岩

手医大で開催されたが，その際，本学医学部分館

は準会員として入会が承認され，ここに名実とも

に公に認知された組織を持つ図書館となった。新

設の図書館では，どうしてもこちらから他へお願

いすることの方が多いと思うが，相互扶助の精神

にのっとり健やかな発展を期して行きたいもので

ある。

図書館に課せられた使命のうち，日に日に増大

して行く文献情報を，利用者の求めに応じて，い

かに速く，いかに正確に，そしていかに能率的に

集めるか，ということは最も重要である。ことに

昨今のような‘情報化時代にあっては，この問題に

対して，どこの図書館でも，最早，単独では十分

応ずることは困難になったため，医学図書館協会

に加入している図書館が協力して，一つは国立医

学図書館設置の要望，もう一つは情報処理組織の

整備による相互扶助を中心とした方向に進んでい

るｏ

情報組織の整備の焦点となっているのは,ＪＯＩＳ

（JICSTOn-linelnformationSystem）端末機

の導入である。関東，東海，関西地区を中心とし

て，昭和52年度末には，わずか１年半の間に21館

が導入済承で，更にその他の地区でも計画してい

医学部分館長小 林 譲

る図書館が多い。ＪＯＩＳについては，すでに御存

知の方もおられると思うが，昭和51年９月から，

日本科学技術‘情報センター（JICST）が，オンラ

イン情報検索システムによる情報の提供サービス

を開始した。実用的なオンライン検索システムと

してはわが国で初めてである｡たとえば,ある一つ

の病気について過去４年間の文献を申し込むと，

直ちに文献の課題名，雑誌名（巻,頁，年)，著者

名がタイプされて出てくる。ＪＯＩＳが利用できる

データベースは，JICST理工学文献，ＣＡＣ化学

文献，MEDLARS医学文献などのファイルであ

る。この装置については，医学部分館でも積極的

に検討して行きたい。

次に，特定の文献の内容を早急に入手したい時

に利用しうる情報伝達の新しい手段として，ファ

クシミリシステムという方法が開発されている。

このシステムは電話回線によって文献を伝送する

装置で,解像力は，文字や図表はきれいに写るが，

写真はいま一歩というところである。１件当りの

経費は電話料によるので，東京などのように都内

で相互に利用できる所が多い地区では価格も安く

非常に便利であるが，本学のような所では割高と

なる。このシステムは中国・四国地区の医学図書

館と共同で検討すべき問題と思われる。

新しい図書館作りの方向としては，“利用しや

すい図書館”を目標として，職員一同は日夜努力

している。新しく購入した図書や新着の雑誌を単

にリストを作成して書庫に収めるという古典的方

法では図書館は物置に過ぎない。医学部分館で

は，第一歩として，すでに約１カ月前から，図書

館の１階と２階の掲示板に加えて，研究棟１階西

側の掲示板にも，新着雑誌のリストの日報を出し

ている。更に図書館２階には，これら新着雑誌用

の書架を用意した。新規購入図書についても，月

報を出したり，学生用図書コーナーを設けるなど

できるだけ利用しやすいようにしたいと思ってい

る。

〆憲翰〉
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昼食時に福利会館や職員食堂へ行きがけに日報

を見たり，食堂からの帰りに図書館へ寄って新着

の図書や雑誌に目を通すような習慣を身につけれ

ば,長い間には随分益するところがあろうと思う。

また，雨の日など，図書館へ行くのが億劫な時は

せめて研究棟１階の掲示板の日報を見て，図書館

へ行くかやめるか決心するのも一つの利用法であ

る。広く学内の人達の利用を希望している。

今後の運営については，新しく開かれた図書館

として，更に利用しやすい図書館に育てて､行きた

いものである。

（医学部教授・第１内科）

アメリカの大学図書館見聞録

岩 崎 男

アメリカにおける大学図書館の事情について

は，本学農学部の佐々木助教授が，すでに本誌３

号で詳しく紹介しているので，本稿では，カリフ

ォルニア大学デビス校に滞在している間に写した

写真を主として，思いつくままに筆を進めて承た

いと思います。

カリフォルニア大学は1868年にオークランドに

開校し，現在では本部のあるバークレイを中心に

９つのキャンパスが州内に点在している，いわゆ

るたこ足大学である。そのうちの１つであるデピ

ス校は,最初農学部の附属農場として出発し,1922

年にバークレイにあった農学部が移転した後，そ

れを核として獣医，文，理，工，法，医学部が次

々と新設されて現在に至っている。筆者の滞在中

は医学部の大きな建物が，広大な敷地の内に建設

中であったが，大学の所有している敷地はまだ発

くらい荒地として残っており，野兎やリスが跳ね

まわっているのには驚かされ，また，うらやまし

く思ったものである。

このような広大な鯵キャンパスで，大学院生を含

めた学生約20,000人,教職員約5,000人という大所

帯が学び，研究をしているので，各種の設備はよ

く整えられている。なかでも，図書館は，農学，

生物学を中心とした自然科学の図書に重点を置い

ている中央図書館をはじめとして，理工学系，法

学系，医学系および農業経済学系の５図書館がキ

ャンパス内に分散している。蔵書数は約124万冊，

定期刊行物の購入は政府刊行物を含めて30,500

種，その他，地図45,000種，マイクロコピー１１０

万種，希翻本16,000巻などの特別コレクションが

ある。政府あるいは州政府刊行物についてはカリ

フォルニア州の集積センターに指定されており，

さらに，理工学系図書館には，原子力，航空，宇

宙工学関係の情報が，未発表のものまですべて収

集されている。

写真１の中で最大の建物(A)が中央図書館で，地

上４階，地

下１階から

なり，蔵書

の大部分は

２～４階に

収められて

いる。一部

の貴重なコ

レクション

を除いて，

種

を除いて， １．中央図書館全景（Ａ）

ほとんど開架式となっている。

玄関(写真２)からロビーに入ると,正面に124万

冊の蔵書の

カードポッ

クスが並ん

でいる（写

真３)o新学

期の初めに

は何時もこ

のロビーに

ベテランの

事務員⑧が

机を出して

いて（写真

３）,新入生

に館内の案

内をしてい

る。書庫へ

の出入口は

ロビーの左

手にあり，

入口，出口
3．ロビーおよびカードボックス

Ｂ：案内係

2．中央図書館正而亥関
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分で返してはならない」と書いてあった。使用済

の本は，訓練を受けた学生アルバイトが，１日に

何回か台車で集めてまわり，もとの書架に並べる

システムになっているもので，本の並び順に狂い

のない筈である。

管理部以外，各階の主要な場所はほとんど書架

で占められており，閲覧場所は主として書架の周

囲の窓際に設けられている（写真７）が，その他

書庫の僅かな空間も出来るだけ利用しており，書

架の間を歩いていると，思わぬところに机があっ

て，そこで木を読んでいる人に墓つかり，ぴつく

Iまそれぞれ

一方通行に

なっていて

回転棒で人

数を確認す

るようにな

っている（

写真４)｡と

くに出口の

方には常時

いて，出る

検査し（写

に不便のないようにし

てある。未製本あるい

は新刊雑誌は，新刊雑

誌室においてあり（写

真８，９），もちろん館

外持出禁止である。

本の館外貸出はカー

ドに必要事項を書き込

んで提出し，チェック

を受けるのであるが，

返却する場合は非常に

簡単で，カウンターに

ある返却用の穴⑪の

中ヘポンと

.Eと

蕊蕊鯉蕊
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蕊滞5奉賀謹旺

4．書庫入口，突当りは文献調査係

蕊 群
りする。

製本され

た学術雑誌

は必らず２

冊揃えてあ

り，その内

の１冊は館

外持出禁止

となってお

ある返却口

から投げ込

んでおくだ

けである。

日曜日のコミ

《
１
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１０．図書貸出係

．Ｄ：図書返却用投入ロ

ュニティ図書館(写真11）の入口に，

ルフサービスシステム

を取っているので，当

然の事ながら，開架書

架(写真６）には，分類

番号に従って１番の狂

いもなく，本が整然と

鱗議議議鍵
5.碑

鱗驚灘鍵

7．書架横の閲覧場所

９．新刊雑誌室

日本の学術雑誌もみえる

鍵；

であれば玄§鶴

５．書庫出口での所持品並べてある。利用者は
チェック その分類に従って簡単

に本を探し出して読むのであるが，帰る時にはそ

のまま机の上に放っておくか，または返納用の棚

(C)まで返し

ておくだけ

で，決して

もとあった

場所に自分

で返すこと

はしない。

最初これを

見た時,「ア

メリカの学

生は何と後

始末が悪い

のだろう」

と思ったの

であるが，

よく見ると

書架の横に

「使用済の

本は，もと

の場所へ自

関のドアに鴬 灘

鍵

匡ツ
）

１０)｡閉館時箪
尋:唱出

篭灘

６．開架害架

Ｃ：使用済図書返却棚
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で面白いと

思ったのは

ビデオテー

プで講義を

再生.して勉

強できるよ

うになって

いたことで

ある（写真

18)。こうな

ると，教え

る側も手を

I型』笠,,鍔
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館(写真13）

だったので

あつかまし

くあちこち

写真を写し

て歩いた。

デビス校に

比べると蔵

書数も少な

く（写真14,

15,16)，規

模も小さか

ったが，明

るくしかも

落着いた雰

囲気で勉強

できるよう

に配慮され

ていた（写

真r7)｡ここ

15．新刊雑誌閲覧室

11．ヨーロー郡図書館

；
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ドアの返却口から投げ

入れられた本(E)が見え

るが（写真12)，大学図

書館も同じである。責

任の所在について厳し

い国柄にしては，少々

ずさんな気もするし，

本の傷糸も激しいので

はないかと心配になる

が，利用者達は案外平

気なようである。

ハーバート大学で雨

宿りに入ったところが

偶然に自然科学系図書

13．ハーバート大学理科系図書館入口

《
Ｌ

１８．ビデオ室

(農学部助教授・園芸学）

鴬

illl12．ヨーロー郡図書館玄関

E：返却された図書

蕊

；

【
Ｌ

鯉

17．図書閲覧場所聯
鯉

ことを思い

知らされた

ものであ

る。
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館案内．

園芸学科の岩崎助教授より土産に頂戴した標記

のリーフレットを，分館の館内研修の教材にとり

上げてふた。恥かしながら大いに参考になった。

見聞皆無の連中だからである。乞われるまま“館

だより６号”に寄せてみることとした。まさに

に“ＷｈａｔＤｏｌＤｏＮｏｗ？'，とあるリーフレット

の標語に勇気づけられた結果と言う他はない。草

不々備。

農学部分館図書係

一般図書案内カルフォルニア大学

どうぞ図書館においで下さい。このパンフレッ

トは，あなたの図書館の蔵書の種類やサービス業

務，そして有益でよりよい研究をされるにあたっ

ての手続き等についての基礎的事項を述べてあり

ます。

＜開館時間＞

本館の通常開館時間は下記の通りです。

月曜日～木曜日：ＡＭ、８：００～ＰＭ、０：００

金曜日：ＡＭ、８：００～ＰＭ､１１：００

土曜日：ＡＭ､１０：００～ＰＭ、６：００

日曜日：ＡＭ､１１：００～ＰＭ．Ｏ：００

分館並びに本館の２，３の部局では上記と異

なるゆえ，それらの開館時間については，本館

の案内係あるいは分館等にお尋ね下さい。

＜図書カード＞

あなたが登録済承の学生でしたら，学生証が

図書カードに相当しま・す。

部，局の職員であった場合は，貸出係へ図書

利用票を請求して下さい。

＜蔵書内容＞

本学図書館は，約百万冊以上を蔵書しており

ます。自然科学図書館及び衛生学図書館でも相

当数蔵書しておりますが，そのほとんどは本館

にそろっています。また農業経済向けの小規模

の図書館や法律学校向けの大きな自治図書館が

あります。

本館の蔵書の内訳は，社会科学，人文学，農

学，生物科学，物理学，地理学，技術系統，数

学，化学，天文学などが自然科学図書に納めら

れ，医学部，獣医学部に関するものは衛生学図

書に納められています。

＜もっと深く調査したい場合＞

1）図書館内巡り．

建て物を一巡し，そこに見えてくるのが何で

あり，どのように利用するかを，手持ちのポー

タブルカセットプレーヤーが順を追って案内し

てくれます。ほぼ45分くらいかかります。この

ポータブルプレーヤー並びにカセットは貸出係

に申し出て下さい。

2）課程を取るにあたり

履習科目ではありませんが，《《LibrarySurv‐

ival'，と称される小さな課程が年４回，１回に

６時間ほど設けられます。

詳しくは，案内係にお尋ね下さい。

《English４８”は，図書館調査並びに図書目

録の入門と称される３単位の課程もまた開講し

ています。図書館は，それ自体クラスの研究室

として利用されており，各時期に時間割りと課

程番号を確認して下さい。

3）独習

逐次刊行物についてのIndexとAbstracts

については15分ほどのビデオテープで説明して

います。テープとビデオカセットプレーヤーは

読書室の書籍サービス係に申し出ますと利用で

きます。

、

'霊蕊，サ
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＜セルフサービス＞

当図書館はセルフサービス体制を採用してお

り，あなたは直接書架へ行って書籍あるいは雑

誌をお選び下さい。なお，説明が必要であれば

第一フロアーの参考係に申し出て下さい。喜ん

でお手伝い致します。

〔図書の見付け方〕

本館内の莫大な図書カードには，本館及び分

館等における図書並びに逐次刊行物が含まれて

います。

（図書カード目録）は，二つに大別されていま

す。つまり著者並びにタイトル別，あるいは題

目別となっています。

著者・タイトル：著者あるいは本のタイトルを

知っている場合は，アルファベット順になって

いる著者一タイトルファイルの中から見付けて

下さい。

アブストラクトカタログ：このアブストラクト

カタログを利用する際の問題点は，その書籍の

内容を表わすｋｅｙｗｏｒｄｓ（重要索引語句）を

決めることです。蝋見出しwｂと呼んでいるこの

keyｗｏｒｄリストは，題目カタログのそばに保

管されており，正しいｋｅｙｗｏｒｄないしは正し

い題目の見出しを引くのに利用できるようにな

っております。有効かつ，迅速にこのカードを

利用するのに，貸出係，あるいは参考係で確認

して下さい。

＜疑問点＞

1）貸出し中の場合は

目的の本が貸し出し中の場合，色分けされた

貸し出し伝票が，カードカタログ中に貸し出し

番号を示して納めてあります。その本が返却さ

れ次第，あなたにお知らせいたします。

2）借りるときは

目的の本が承つかったら，、貸し出し中巡と

書いた透明なプラスチック製のさやをその上に

かぶせて１階の閲覧室内図書保存係まで申し出

て下さい。

＜図書の検索＞

カードカタログに納められている本のほとん

どは，文字と番号より記された図書番号を持っ

ています。カードカタログには分館あるいは本

館所有かを示すスタンプ（ローケーションマー

ク）を押してあります。

1）本館内図書を捜すにあたっては，請求番号

(7)

をもれなく書き写して第一フロアーのエレベー

ターロビーに行って下さい。

2）エレベーター間にある階下案内を見て，あ

なたの必要な本が何階にあるか確かめなさい。

例えばあなたの請求番号が｛ＤＧ２６１Ｆ９４}で

したら最初の文字のＤを捜しなさい。各階の案

内にはＣからＧまでを示しており，いま分類し

たのは，４階の一角にあります。

3）階段あるいはエレベーターを利用して，そ

の階の案内カードをもとに必要な本を捜して下

さい。

＜書架の配列について＞

当図書館で採用している図書番号と文字は，

多くの他の学術図書館もそうであるように，米

国議会図書館（LibraryofCongress）で採用

している方法によるものです。

つまりＡ～Ｇ第四フロデー

Ｈ～Ｔ第三フロアー

Ｐ～Ｚ第二フロアー

となっています。

＜必要な本が見つからないとき＞ノ

あなたの捜している本が，本来あるべき所に

ないとき，ＩＢＭカードに記入のうえ，貸出係

にお渡し下さい。目的の本が，学内にあること

が確認された場合，職員は返却をさい促致じま

す。また確認できない場合，書庫を捜します。

いずれの場合にせよ利用できるようになった時

点で郵便でお知らせします。

＜逐次刊行物の見付け方＞

当図書館では数千の一般雑誌，学術雑誌，新

聞の逐次刊行物を置いています。これらの表題

は本館のカードカタログにリストアップしてい

ます。カードカタログ並びに逐次刊行物リスト

は，各雑誌がどこに置かれ，その請求番号が何

番であるかを記しています。なお，刊行物はつ

ねに請求番号順に並べられており，最新号は書

架に，古いのは製本されて並んでいます。

＜Collection＞

1）予約図書

：当大学職員の要望により取り寄せられた書籍

あるいは文献等は，その複写が学部閲覧室に設

けられている、予約図書蝋として集められてい

ます。

2）白書等

合衆国政府，州政府等の公務出版物は，時と

して最も優れた情報を備えております。
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＜マイクロコピー＞

貴重な図書及び古新聞から科学論文まで，種

交の図書がマイクロコピーに納められていま

､す。政府公報部門のマイクロコピー室の参考係

でその使用法をたずねて下さいづ

く気楽な読み物集＞

第二フロアーでは，最新号の平易な読承物お

よび写真集が娯楽用に置いてあります。

＜特別集害＞

-：大学公文書,_珍しい書籍，Higginの農業工

学集書並びに他のいくつかの珍しい貴重な全集

が，本館第四フロアーの特別集書部門に納めら

れています。これらは，いずれも貴重でいた承

やすいので，部局内においての承利用されてい

ます。

＜他の集収物とその配置＞

アフリカ人一アメリカ黒人集書

……第四フロアー書架

アジアーアメリカ集書……第三〃

アジア言語コレクション…第二〃

図書目録センター…………第一〃

Chicanoコレクション

カリキュラム・コレクション…第三〃

地図コレクション…………第二〃

婦人コリクション，他

以上正確な位置は，案内版，図書館内マップあ

るいは参考係でお尋ね下さい。

〔図書サービス〕

1）コピーサービス

図書の複写サービスは，複写可能な種々のも

のを受け入れており，月曜から金曜まで８時か

ら12時と１時から４時半まで行なっています。

最新刊行物室に隣接する第二フロアーにおいて

あります。また各フロアーにはコイン複写機も

置いてあります。必要な場合，１枚０．５セント

であなたがノートをとる時間を節約できます。

2）館内貸出

職員，研究員，大学院生には，必要な図書が

当図書館にない場合には，他の図書館から取り

寄せ，館内で貸出しております。館内貸出業務

は本館第一フロアーの参照部内におかれていま

す。

3）図書の紛失と発見

貸出係で尋ねて下さい。その一件は，週３

回，守衛の方へ移されます。

４）意見投入箱

当図書館の蔵書並びにサービスの向上になる

ような御意見，あるいは運営上の疑問点などあ

りましたら，各階のエレベーターロビー及びメ

インカード・カタログコーナーのそばに備え付

けてある箱へ紙に書いて投入して下さい。

５）タイピング室

第三フロアーの小さな一室には自由に利用で

きるタイプライターを備え付けてあります。リ

ーフレット版のお知らせを見て，あるいは参考

係で正確な位置をたずねて下さい。

〔規則〕

＜チェックと検査＞

上の階を利用される方はすべて，第１フロア

ーのチェックアウト・ステーションで図書，週

刊誌等の確認を求められるでしょうし，また手

持ちのカバンや袋の検査も受けるでしょう。こ

のようにして図書館の所有物をすべて揃えてお

くことが，借りに来る方に対してその請求に応

じて正確に，有効に貸出しできる保証となるの

です。

＜書籍並びに定期刊行物の貸出期間＞

通常の貸出期間は書籍で２週間，限定した定

期刊行物で１週間となっています。特定の刊行

物については，図書館での承利用して下さい。

また最新号のジャーナル類は図書館内でのゑ利

用していただくようになっております。

＜書籍・雑誌の返却について＞

全ての図書館物は，チェックアウトを受けて

はじめて返却が確認されます。分館図書並びに

分館の所有する定期刊行物は，適正な分館へお

返し下さい。なお，閉館後の返却については，

返却すべき本を図書返却箱へ投入しておいても

結構です。図書投入箱は第１コーナー及びＡ通

りに設けております。

＜継続貸出について＞

図書物は，他の利用者からのリクエストがな

い場合継続して借りられます。継続して借りる

場合の手続は，本人直接ないしは，本人の直接

電話によって下さい。

＜飲食物について＞

清潔度を保つ理由から，館内への飲食物ある

いは動物の持ち込承は禁じられております。

＜喫煙について＞

喫煙所は外側の閲覧場所に設けられておりま

す。その他休けい室，北口階段のそばの第二フ

〆質I爾翰'》

詞
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ロアーラウンジなどにもございます。

＜書庫内閲覧室について＞

貸出係で尋ねて下さい。書庫内個室は大学院

(9)

生等に割り当てられています。もし予約されて

いない個室があったら，学部学生も利用できま

すので貸出係まで申し込んで下さい。

昭和５２年度愛媛大学附属図書館統計表

蔵書冊数

区分|本館|医学部分館|農学部分館｜計
和漢書 290,040冊 15,169冊 45,782冊 350,991冊

洋書 90,365 14,454 10,613 115,432

計’380,405129,623156,3951466,423

増加冊数

区分|本館|医学部分館|農学部分館｜計
和漢書 19,958冊 3,688冊’1,836冊 25,482冊

洋書 5,162 3，５４０１５２５ 9,227

計’25,12017,22812,361134,709

雑誌種類数

区分|本館|医学部分館|農学部分館｜計
和漢書 3,420冊 373冊 1,128冊’4,921冊

洋書 1,703 676 4１８１２，７９７

計’5,12311,04911,54617,718

利用対象者数（現員） 52.5.1現在

区分|本館|医学部分館|農学部分館｜計
教官’330人 171人 96人 597人

学生’4,752 294 565 5,611

計’５，０８２１４６５１６６１１６，２０８

入館者数（本館）

開架室 268,288人

475,391人
一般閲覧室 207,103人

利用冊数・人数

一日最高6,000人

一日平均1,600人

本館｜医学部分館｜農学部分館’計

153,766冊’11,076冊’10,090冊 174,932冊

107,479人’6,007人’5,380人 118,866人

館外貸出冊数・人数

戻学部分館｜農自学部分僧

83.189冊’10.894冊 358+H+’81.741冊

３００

開館日数

本館｜医学部分館｜農学部分館’計

299日’２９４日’２９６日 889日

学外文献複写依頼件数

区分 依頼件数|複写件数降写不義|盲署悪葺一
教官

学生

1,101

190
1,203 8８ 966 237

計 1，２９１１１，２０３１８８１９６６１２３７

医学部から別途依頼件数1,942

学外文献複写受付件数

受付件数|震写不義|複写件数|国費|私費
510 5２１４５８１３８０１７８

一ル･･0一一吋，ロ竜山o司当ロ■

．参考調査件数

文献調査

事項調査

利用指導

計

4,895

569

1,405

6,869

ト１，０

矢学吾K分龍|農学需

2,310 719

140 2１

250 786

2，７００１９２６

7,924

730

1,841

10,495



学生希望図書について

昭和53年５月～10月の間に購入した希望図書は

下記のとおりです。

マイクロ・コンピュータのプログラミング

オズポーンマイテック社

不確実性の時代

ガルブレイスブリタニカ

結晶学概論

プラッグ岩波書店

古典力学

Goldstein吉岡書店

法曹を志す人々へ

向江障悦法学書院

ＪＩＳハンドブックエ具１９７８

日本規格協会編所

熱幅射理論

Planck,Ｍａｘ東海大学

講座心理療法（全８巻）

上里他福村出版

知覚と身体の現象学

湯浅’慎一太陽出版

詩学

サガノブユキ詩学社

空中線系および電波伝搬上，下

谷村功近代科学社

岩波ホールカセット講座平曲１－４

館山他岩波ホール

散乱の量子論

砂川重信岩波書店

家庭教育論

広中平祐講談社

コケに魅せられて

井上浩玉川大学

'ぷ顕翰》

愛媛大学記念文庫について

昭和53年４月～11月の間にご寄贈いただいた著

作図書は下記のとおりです。

愛媛文学の史的研究

青葉図書１９７７和田茂樹

函数解析数学全書６

森北出版１９７４前田周一郎

雨月物語構想論教育出版１９７７勝倉寿一

愛媛の祭りと民族雄山閣１９７８守屋毅

愛媛大学附属図書館報「図書館だより」

第６号昭和53年11月２５日発行

発行愛媛大学附属図書館

松山市文京町３番
TelO899-24＝7111

児童心理学概論、新版

高文堂１９７８玉川

石井南放作品集〔南放〕

明星印刷１９７８石井

南放随想、絵と文松山印刷１９７８石井

弁証法と唯物論丸三書店１９７８小林

伽

お知らせ

本館開館時間の延長並びに日曜日・

祝日の開館について

かねてから強い要望のありました，上記開

館時間の延長等について，実施諸条件の解決

と館員の努力によって，本年９月11日から下

記のとおり実施しております。

長い間の皆さんの希望が実現いたしました

ことで，利用される方々に一層の励承がつく

ものと期待しております。

どうか一人でも多くの方に利用していただ

けるよう本号で重ねてご案内いたします。

記

平日９時から２１時まで

土曜日９時から２１時まで

日曜日・祝日９時30分から１７時まで

公代

進
進
登

以前と同様よろしく

人事異動

本年10月１日付をもって医学部に分館が新設さ

れ，初代の分館長に小林譲教授（内科第一）が就

任されました。

農学部分館では11月１日付をもって徳増智分

館長が辞任され，後任に荒牧利武教授（農業機械

学）が就任されました。

館員一同，ご指導のほどよろしくお願い申し上

げます。
'鍾輔》’
、



開架室の利鯛について

愛媛大学附属図書館

近年学生用開架図書（一般図書。参考図書）は、文部省配当予算の増額に伴い大幅な整備。

拡充がなされております。

また、一方では入館者の激増（昨年度の開架室入室者数268,288人）とあいまってその利用

も飛躍的に増大しております。
Ｐ局

」

しかしながら、図書館の利用について不'慣れ、または利用の方法をよく知らないためか、

部ではありますが誤って無断持ち出し（チェックを受けないで）をしたり、長期にわたって滞

納する方が跡を絶ちません。

図書館に備え付けられている図書資料、特に開架室に備え付けの図書資料は、学生専用とし

て、全学生諸君に利用していただくために備えられたものでありますから、上記のことのない

よう充分注意していただくことを強く訴える次第です。

鱒､図書館では、諸君が図書館を利用するためにより便利な方法を検討しその実行に努めてお

り、（学生専用開架図書の充実。夜間開館時間の延長日曜日。祝日の開館等）今後も利用方法

に改善を加えていくよう考えております。

利用される諸君が良識ある態度で積極的に図書館を利用されることを強く要望いたします。

なお、チェックを受けないで持ち帰った図書:・長期にわたって返し忘れている図書:がありま

したときは早急に返納していただくようお願いします。

直接本人が来れないときは、友人に頼むとか何らかの方法で返納して下さい。
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